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1. はじめに 

介護業界の人手不足が大きな問題として挙げられて

おり，外国人技能実習生の採用などがされている．しか

し，言語などのコミュニケーションの面から介護の技術を

効率よく教えるための支援が求められている．さらに，

新しい介助方法を考案しそれを研修して実際に行うた

めにも現役介護職の方でも気軽に手早く研修を行える

システムが求められている．そこで本研究では．VR を用

いた介護研修システムを検討する．  

2. 研究目的 

本研究では介護トレーニングシステムを作成する．

HMDとコントローラを用いてVR空間上でマネキンを介

護者に見立ててベッドから車いすに移動させる．正しい

持ち方，支え方ができているかを判定する． 

3. 研究課題 

3.1. Unityでの VR 空間とマネキンの生成 

Unity を用いて動くための VR 空間動かすマネキンを

生成した．動かすためのマネキンと，手本動作をアニメ

ーションで教示するためのマネキン，車いす，ベッド，座

標表示用のテキストパネルを配置した．マネキンには持

つ場所がわかりやすいように赤いマーカーを肩甲骨と

腰の下辺りに追加した． 

3.2 運び方の選定と手本アニメーションの作成 

本研究で参考にする移乗方法は患者と介護者の負

担が比較的かからない方法として，患者の肩甲骨と腰

の下あたりを支えて横にスライドする動作を採用した．そ

してこの動作をモーションキャプチャ装置で計測し，そ

の結果から手本動作の教示用として 3Ｄ人体モデルの

アニメーションを作成した． 

3.3 体験者の手の位置の計測 

 移乗操作を計測するために，体験者の手の位置を計

測する．今回は手に把持するコントローラの位置を計測

した．そして患者を支えるために手を置く位置を教示す

るためにマーカーを利用して，患者モデルの肩甲骨と

腰の下あたりに表示した． 

4. 実験 

4.1. 実験方法 

体験者には２回移乗動作を行ってもらった．１回目は

手本の動きなしでマーカーも表示せず，２回目は手本

の動きとマーカーを表示して２回座標を記録した．その

後アンケート調査を実施した．今回は 4 人に体験しても

らった． 

4.2 実験結果 

アンケート内容を以下に示す． 

⚫ 介護方法が理解できたか 

⚫ マネキンとの差異を感じ取れたか 

⚫ 見にくいところがなかったか 

⚫ VR を使用しないときでも介護が行えそうか 

この４項目と感想を言ってもらった．結果としては大体

の介護の動きは理解できたようであった．次に座標の結

果を記す．図 １に手本となる動きと 1 回目と 2 回目の

手の座標を比べたものを示す．1 回目と 2 回目では手の

動きについてはあまり変化がなかった． 

 

図 １ 手本と体験者の手の座標のグラフ 

5. むすび 

本研究では HMD とコントローラを用いて VR 空間上

で介護研修が行えるシステムの検討をした．その結果

試作システムを作成し，手本教示用のアニメーションを

作成した．アンケートと座標取得の結果から VR 空間の

性質や介護技術の複雑さから詳細な動きの習得は難し

いが大まかな動きの習得であれば有用な可能性がある

と考えられる．今後の課題として体験者のアバターを工

夫するなどの改善が必要である． 
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